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※

⾷糧費 50,000 38,500 来客接遇⽤飲料等

教材教具修繕費 311,000 165,000 教具・事務機器等修繕費
切⼿購⼊ 等

13,817,830 13,817,830合　　　　　計

備品購⼊費（庁内備品）

令和8年5⽉27⽇

横浜市⽴緑⼩学校
校⻑ ⼭中真紀⼦

事　業　名 費　　目 配当基準額 執行計画額 主な執行内容

252,000 44,000 教育ボランティア謝⾦等

消耗品費（その他） 9,641,000 10,460,242 教材・実験実習・教授⽤・管理⽤消耗品等

消耗品費（図書費） 840,000 840,000 10万円未満の児童⽤図書購⼊費

本校の教育⽬標および教育課程の具現を図るため、⻑期的な展望にたち、効率的な予算執⾏を⾏います。

（１）学校の実情と児童の成⻑過程、個別最適な学びに即した教材教具の購⼊を図ります。
（２）教育課程実施上の必要基本経費は、原則として公費で執⾏します。また、保護者の負担軽減に努め、
   学年費等の納⼊⾦の効果的な運⽤を⾏います。
（３）安⼼して学校⽣活が送れるように、安全な教育環境を確保するための道具・⽤品を購⼊するなど、
   児童の安全を最優先し、教育環境を整備します。

今年度当初配当予算について、⼀層の効果的な執⾏に努め、特⾊ある教育活動を推進します。本年度の主な執
⾏計画は次のとおりです。

 本校では、学校の様⼦等を保護者や地域の皆様に積極的にお知らせし、ご理解を得て学校運営をして
いくことが⼤切なことと考えております。その⼀環として、横浜市からの配当予算の内容についてお知
らせいたします。
 校内予算委員会において審議し、学校運営協議会の承認を経た執⾏計画の基、徹底したコスト意識を
もって予算執⾏にあたります。また、効率化について更に創意⼯夫を図り、最⼩の経費をもって最⼤の

※
　
総
額
裁
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学校
運営
費

修繕（委託料） 50,000 0

使⽤料および賃借料 452,400

負担⾦等 24,000 4,400

通信運搬費 119,000
⼿数料 100,000 217,800

報償費

印刷製本費 147,000 0

校地修繕 39,630 55,000

委託料 85,000 275,000 学校契約ごみ収集運搬・処理 等

96,800 傷病児童移送⽤タクシー代、ソフトウェアライ
センス代 等

関係機関との会議等参加費

88,088

校舎やガラスにかかる修繕

フェンス・倉庫など校地に関わる修繕

ピアノ調律、証書筆耕、刃研ぎ 等

総額裁量制とは、費⽬や事業を統合し、費⽬間の予算の流⽤範囲を拡⼤することで、各学校の考え
によって予算が⾃由に組み替えできる制度です。これにより、これまで以上に学校事情や地域事情
を反映させた予算執⾏を⾏うことができます。

修繕（⼿数料） 30,000 33,000 下⾒や部品交換を⾏わない作業にかかる費⽤

1,015,800 400,000 教具・事務機器等備品購⼊費（※10万以上物品）

校舎修繕 661,000 1,100,000

令和８年度 横浜市立緑小学校 学校配当予算について

令和８年度 緑小学校 予算編成方針について

総額裁量制枠


